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1
月
11
日
、
第
18
回
蜂
ヶ
峯
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会
が
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
並
び
に
和

木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
、「
和
木
町
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
小
倉
常
雄
理
事
長
）」

と
「
和
木
町
体
育
協
会
（
小
倉
常
雄
会
長
）」

の
共
催
の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
遠
く
は
群
馬
県
を
は
じ
め
全

国
各
地
か
ら
6
8
9
名
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ

り
、
ま
た
、
日
米
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
人
家
族
の
皆
さ
ん
も
エ
ン
ト
リ
ー

さ
れ
、
当
日
は
6
2
3
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
完

走
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、ラ
ン
ナ
ー
・

応
援
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
は
、
最

高
の
天
気
で
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
和
木
町
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
小
倉
理
事
長
が
、「
最
後
の

大
会
な
の
で
、
コ
ー
ス
の
中
を
し
っ
か
り
見

て
目
に
焼
き
付
け
て
、
楽
し
く
走
っ
て
く
だ

さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
米
本
町
長
は
、「
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
1
秒
で
も
早

い
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
選
手
達
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
最
後
に
、
和
木
中
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
柴
田
悠
矢
君
が
、「
今

大
会
が
最
後
と
な
る
蜂
ヶ
峯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
を
最
後
ま
で
全
力
で
走
り
ぬ
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
。」
と
力
強
く
選
手
宣
誓
し
、

競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
米
本
町
長
が
ス
タ
ー
タ
ー
を
務

め
る
「
1.5
㎞
小
学
生
1
・
2
年
生
」
を
皮
切

り
に
順
次
走
り
出
し
ま
し
た
。

し
ば
た

ゆ
う
や

18
第

回
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※敬称略

区 分

一般男子
10kmの部

一般女子
10kmの部

40歳代男子
10kmの部

50歳代男子
10kmの部

60歳以上男子
10kmの部

中学生女子
3kmの部

小学6年男子
2kmの部

中学生男子
5kmの部

一般女子
3kmの部

60歳以上男子
5kmの部

50歳代男子
5kmの部

40歳代男子
5kmの部

一般女子
5kmの部

一般男子
5kmの部

第 1位 第 2位 第 3位 区 分

小学5年男子
２kmの部

小学4年男子
２kmの部

小学3年男子
２kmの部

小学6年女子
２kmの部

小学5年女子
２kmの部

中学生女子
団体

中学生男子
団体

小学生団体

小学1年女子
1.5kmの部

小学2年女子
1.5kmの部

小学1年男子
1.5kmの部

小学2年男子
1.5kmの部

小学3年女子
２kmの部

小学4年女子
２kmの部

第 1位 第 2位 第 3位

※青字は大会新記録　　　は和木町からの参加者

大 会 結 果

稲本　邦和
岩国市
19分49秒

畠中　辰治
伊勢崎市
21分25秒

朝見　義幸
岩国市
22分04秒

福﨑　穰司
広島市
20分01秒

山上　洋治
真庭市
21分41秒

安村　和史
岩国市
22分17秒

台信楓之介
安芸郡
7分28秒

山本　真央
周南市
7分32秒

西永　拓真
東広島市
7分33秒

高橋　舞衣
今治市
11分30秒

松本　萌恵
廿日市市
12分01秒

関野　稜介
山口市
17分00秒

大西　　陸
広島市
17分15秒

福田真太朗
広島市
17分28秒
大瀬戸　舞
広島市
12分10秒

小松尾花恋
岩国市
14分18秒

宮本明日香
岩国市
14分24秒

小田　育美
下関市
15分04秒

岡﨑　輝義
美祢市
19分05秒

佐藤　大樹
広島市
19分08秒

藤田　　明
東広島市
19分29秒

鴨下　杏奈
広島市
21分33秒

関　　文乃
笠岡市
23分42秒

吉田　美玲
東広島市
23分46秒

藤井　俊平
東広島市
16分51秒

谷川　延久
江田島市
17分04秒

柴田　一平
広島市
17分35秒

吉岡　　徹
岩国市
33分26秒

長谷川和彦
和木町
34分26秒

山西　　聡
和木町
34分46秒
長本　晴美
岩国市
48分13秒

砂本　義文
広島市
41分14秒

吉岡　光弘
福山市
44分49秒

兼本　信昌
和木町
45分02秒

箱島　慎二
広島市
40分34秒

石松　英明
広島市
41分52秒

上林　謙二
和木町
46分16秒

鍋島　　孝
廿日市市
36分20秒

登根　健一
廿日市市
38分56秒

杉本　貴美
岩国市
40分47秒

Lisa Watts
岩国市
37分15秒

西田　鈴菜
広島市
38分36秒

桑原　　仁
和木町
6分55秒

小林　樹生
岩国市
7分17秒

河邑　　心
岩国市
7分19秒

宮本　　鈴
和木町
6分54秒

藤田　実央
東広島市
7分09秒

貞光　咲智
岩国市
7分11秒

平田中陸上部
1時間13分02秒

東広島TFC Ａ
39分37秒

広島市立
安佐中学校

1時間29分39秒

平田中学校
サッカー部Ａ
1時間43分26秒

麻里布
サッカークラブＡ
41分50秒

麻里布
サッカークラブＢ
42分12秒

和木中学校女子
バスケットボール部
1時間11分46秒

和木・東中学校
バレー部

1時間21分31秒

HARUMI S.C. 
1999（Ａ）
1時間43分45秒

安村凜愛星
周南市
6分35秒

四元　　輝
下松市
7分20秒

井田　愛凜
岩国市
7分35秒

中村　伊吹
東広島市
6分20秒

長尾　莉琥
岩国市
6分28秒

染川　大慈
岩国市
6分29秒

大住　早永
福山市
8分58秒

浜下　胡音
広島市
9分08秒

水野　愛理
廿日市市
9分25秒

藤田　実優
東広島市
9分10秒

小畠　　芽
東広島市
9分12秒

大木　蓮華
東広島市
9分45秒

中田　透羽
東広島市
7分41秒

和田　虎星
呉市

8分02秒

村上　　魁
岩国市
8分11秒
清木　涼平
周南市
8分10秒

石原優衣子
東広島市
7分54秒

浜下　音花
広島市
8分13秒

平本　結子
東広島市
8分27秒

日野山未羽
邑智郡
7分46秒

中尾　美紀
呉市

8分09秒

浜下　音羽
広島市
8分18秒

村上　凱城
広島市
8分59秒

河邑　　空
岩国市
9分03秒

鹿島　崇弘
岩国市
9分04秒

安村瑠輝愛
周南市
7分44秒

玉野　航聖
周南市
8分04秒

　

ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
、
保
護
者
・
家
族
・
友
人
な
ど
が
集
ま
り
、

ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
大
き
な
声
で
応
援
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
前
の
沿
道
で
は
、

「
ラ
ス
ト
！
が
ん
ば
れ
！
」
の
大
き
な
声
が

飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
運
営
は
、
蜂
ヶ
峯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
実
行
委
員
会（
橋
田
久
生
委
員
長
）

が
中
心
と
な
り
、大
会
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
は
、

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
（
三
分

一
重
厚
会
長
）、
和
木
町
体
育
協
会
（
小
倉

常
雄
会
長
）、教
員
や
町
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
務
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ン
ナ
ー
へ
の
お
も
て
な
し
は
和

木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
吉
田
浅

美
会
長
）・
和
木
町
婦
人
会
（
藤
本
亮
恵
会

長
）
が
担
当
し
、
う
ど
ん
や
ぜ
ん
ざ
い
が
振

る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
各
種
団
体
が
出
店
し
、
ラ

ン
ナ
ー
や
応
援
者
に
温
か
い
飲
み
物
や
食
べ

物
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
小
倉
理
事
長
は
、「
今
日
は
、

大
き
な
事
故
も
な
く
、
無
事
に
成
功
で
き
た

の
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
も
の

で
あ
り
、
感
謝
し
ま
す
。」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

今
回
が
ラ
ス
ト
ラ
ン
！
と
し
て
、
ラ
ン

ナ
ー
か
ら
最
後
の
大
会
を
惜
し
む
声
の
中
、

18
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
今
ま

で
大
会
に
出
場
・
応
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
な
ど
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
永
年

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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1
月
10
日
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、

新
春
恒
例
の
「
和
木
町
消
防
出
初
式
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
和
木
町
消

防
団
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
中
央
消
防
署

東
出
張
所
、
そ
し
て
Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

麻
里
布
製
油
所
と
三
井
化
学
㈱
岩
国
大
竹

工
場
の
自
衛
消
防
隊
な
ど
、
約
1
5
0
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
8
時
30
分
か
ら
、
厳
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
米
本
町
長
は
「
消
防
団
員
は

火
災
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
災
害
に
対
応

で
き
る
組
織
と
し
て
、
住
民
か
ら
一
層
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
防
災
の
け
ん
引

役
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
今
ま
で
以

上
に
、
知
識
、
技
術
の
研
鑽
に
励
ん
で
く

だ
さ
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
防
災
力
の
充
実
強
化
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
永
年
に
わ
た
る

活
動
が
評
価
さ
れ
た
18
名
が
表
彰
を
受

け
、
新
入
団
員
紹
介
で
は
2
名
の
団
員
が

先
輩
団
員
た
ち
の
前
で
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
消
防
団
や
消
防
隊
が
役

場
駐
車
場
で
一
斉
放
水
を
行
い
、
全
て
の

く
す
だ
ま
が
割
れ
る
と
見
学
者
か
ら
拍
手

と
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、

和
木
町
婦
人
会
（
藤
本
亮
恵
会
長
）
の
皆

さ
ん
か
ら
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
消
防
関

係
者
や
見
学
者
の
笑
顔
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
退
職
者
感
謝
状
〉

　
森
脇
　
英
治
（
元
団
本
部
副
団
長
）

　
米
本
　
　
隆
（
元
第
2
分
団
副
分
団
長
）

〈
功
績
章
〉

　
原
　
　
保
生
（
第
2
分
団
副
分
団
長
）

〈
20
年
勤
続
章
〉

　
小
林
　
政
和
（
第
1
分
団
部
長
）

　
久
森
マ
サ
ヨ
（
第
2
分
団
団
員
）

〈
10
年
勤
続
章
〉

　
森
本
　
光
治
（
第
3
分
団
班
長
）

　
出
先
　
伸
英
（
第
3
分
団
班
長
）

■
和
木
町
長
表
彰

〈
退
職
者
感
謝
状
〉

　
森
脇
　
英
治
（
元
団
本
部
副
団
長
）

　
米
本
　
　
隆
（
元
第
2
分
団
副
分
団
長
）

〈
功
労
章
〉

　
樹
木
　
正
法
（
第
2
分
団
班
長
）

　
倉
八
　
大
介
（
第
1
分
団
団
員
）

　
弘
中
　
慎
司
（
第
1
分
団
団
員
）

　
吉
兼
　
崇
博
（
第
1
分
団
団
員
）

〈
25
年
勤
続
章
〉

　
川
畑
　
　
毅
（
第
1
分
団
副
分
団
長
）

〈
20
年
勤
続
章
〉

　
小
林
　
政
和
（
第
1
分
団
部
長
）

　
久
森
マ
サ
ヨ
（
第
2
分
団
団
員
）

〈
15
年
勤
続
章
〉

　
藪
木
　
　
剛
（
第
3
分
団
部
長
）

　
片
山
　
美
一
（
第
1
分
団
団
員
）

■
和
木
町
消
防
団
長
表
彰

〈
精
勤
章
〉

　
桑
原
　
　
崇
（
第
2
分
団
班
長
）

　
河
内
　
真
一
（
第
2
分
団
団
員
）

　
村
中
　
久
悦
（
第
3
分
団
団
員
）

■
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

〈
団
体
の
部
〉

和
木
町
消
防
団

■
防
災
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰

〈
消
防
団
表
彰
の
部
〉

　
和
木
町
消
防
団

■
山
口
県
知
事
表
彰

〈
表
彰
状
〉

　
天
羽
　
正
人
（
団
本
部
団
長
）

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
功
労
章
〉

　
佐
伯
　
淳
二
（
第
3
分
団
副
分
団
長
）

■
新
入
団
員
紹
介

　
野
澤
　
好
穂
（
団
本
部
）

　
富
田
　
隼
人
（
第
1
分
団
）

受
賞
さ
れ
た
方
々

受
賞
さ
れ
た
方
々

受
賞
さ
れ
た
方
々

※
敬
称
略

※
括
弧
内
は（
元
）所
属
分
団
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1
月
10
日
、
文
化
会
館
で
「
和
木
町
成
人

式
」
を
開
催
し
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
平
成
7
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

90
名
（
男
性
51
名
、
女
性
39
名
）。
式
典
に

は
華
や
か
な
振
袖
や
凛
々
し
い
ス
ー
ツ
に
身

を
包
ん
だ
51
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
重
岡
教
育
長
が
「
自
分
の
夢
を
叶

え
て
目
標
を
成
就
さ
せ
、
山
青
く
水
清
ら
か

な
こ
の
ふ
る
さ
と
和
木
へ
帰
っ
て
来
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
皆
さ

ん
に
は
『
志
を
果
た
し
て
』
よ
り
も
『
志
を

果
た
し
に
』
い
つ
の
日
に
か
は
帰
っ
て
き
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
太
田
教
育
委
員
長
か
ら
新
成

人
代
表
の
磯
部
佑
季
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
本
町
長
は
祝
辞
で
「
こ
の
先
、

ど
ん
な
自
分
に
な
り
た
い
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
日
々
努
力

を
重
ね
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
事
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
困
難
に
遭
遇
し
、
自
分

の
将
来
に
希
望
が
見
え
ず
、
不
安
に
陥
っ
た

と
き
に
は
、
皆
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の

和
木
町
に
一
度
戻
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
和
木
町
に
は
、
皆
さ
ん
の
夢
の
実
現
を
応

援
す
る
人
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
代
表
の
柳
井
流
星
さ
ん

が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
そ
の
後
、
町
民

憲
章
の
唱
和
が
髙
林
昌
志
さ
ん
に
よ
り
力
強

く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
生
で
一
度
き
り
の
節
目
で
あ
る
成
人

式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
大
人
と
い
う

今
ま
で
と
は
違
う
立
場
で
こ
の
社
会
の
中

を
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
良
い
機
会
で
あ
る
と

感
じ
、
気
を
引
き
締
め
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
本
の
中
で
様
々
な
変
化
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
印
象
に

残
る
の
が
、
安
全
保
障
関
連
法
の
成
立
で

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
成
人
と
し
て
選
挙
で
投
票

す
る
、
と
い
う
形
で
日
本
の
政
治
に
参
加

し
て
い
く
中
で
、
他
人
の
意
見
に
と
ら
わ

れ
ず
、
一
社
会
人
と
し
て
、
責
任
の
あ
る

意
見
を
主
張
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
二
十
年
間
で
、
私
た
ち
は
多
く
の

方
に
支
え
ら
れ
て
育
つ
こ
と
が
で
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
居

る
友
達
や
、
一
緒
に
暮
ら
し
た
家
族
、
そ

し
て
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
な
ど
、
自
分
自
身
以
外
の
支
え
が
あ
っ

て
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
支

え
て
も
ら
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
感
謝

し
、
今
度
は
自
分
た
ち
が
家
族
や
友
達
、

お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
を
支
え
る
よ
う

に
、
ま
た
、
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
次
の

世
代
へ
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
に
生
き
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

新成人代表
柳井　流星さん

　

式
典
終
了
後
は
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
記

念
写
真
撮
影
に
続
い
て
、
新
成
人
で
つ
く
る

実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
・
中
学
生
時
代
の

恩
師
や
旧
友
と
の
再
会
で
、
互
い
の
近
況
報

告
や
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
会

場
は
終
始
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

期
待
胸
に
51
名
の

　
　
　
新
成
人
が
集
う

お
礼
の
言
葉

実行委員のみなさまおつかれ
さまでした
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岩国発

7:35

9:25

14:20

16:20

19:40

9:10

11:00

15:55

17:55

21:15

羽田着 羽田発

6:55

8:40

12:05

16:50

20:05

8:35

10:20

13:45

18:30

21:45

岩国着岩国発

11:00 13:00

那覇着

那覇発

13:45 15:35

岩国着

片岡拓朗さん

中元啓二先生

書初めの作品

　

12
月
25
日
に
灘
本
キ
ク
子
さ
ん
が
、
満
90

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し

て
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

1
月
4
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
文
化
協
会
主
催
の
「
新
春
日
米
交
流

書
初
め
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
岩
国
基
地
内
の
小
中
学
生
を
招

待
し
、
和
木
町
の
小
中
学
生
と
交
流
し
ま
し

た
。　

　

初
め
に
、
広
島
県
立
広
島
観
音
高
等
学
校

書
道
部
の
生
徒
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
用

い
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、「It’s 

ま
ち
の
話
題

新
春
日
米
交
流
書
初
め
会
・
展
示
会

　

1
月
18
日
、
和
木
小
学
校
教
諭
・
中
元
啓

二
先
生
が
、メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
（
東
京
都
）

に
お
い
て
平
成
27
年
度
文
部
科
学
大
臣
優
秀

教
職
員
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
元
先
生
は
長
年
に
わ
た
り
理
科
の
学
習

指
導
に
つ
い
て
研
究
を
継
続
し
、
そ
の
実
践

を
地
域
や
県
の
研
究
大
会
な
ど
で
発
表
す
る

と
と
も
に
、
理
科
教
育
の
深
化
・
充
実
に
尽

力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使

用
し
た
教
育
に
も
精
通
さ
れ
て
お
り
、
本
年

度
、
日
本
理
科
教
育
学
会
に
お
い
て
、「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
理
科
の
授
業
に
関
す
る
一
考

察
」
を
共
同
研
究
発
表
す
る
な
ど
研
究
成
果

を
広
く
還
元
し
、
理
科
教
育
の
推
進
や
授
業

の
質
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
先
生
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
本
町
教
育
の
振
興
・
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

ま
ち
の
話
題

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰
受
彰

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

栃
木
県
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高

等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
（
12
月
24
日
〜
12
月

26
日
）
に
出
場
し
た
片
岡
拓
朗
さ
ん
（
和
木

5
丁
目
）
に
町
か
ら
激
励
金
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。町
長
と
の
歓
談
の
中
で
片
岡
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
練
習
に
励
む
決
意
を
語
り

ま
し
た
。
片
岡
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
出
場

alw
ays  a good tim

e 

」
の
文
字
が

鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

大
き
な
筆
を
使
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

は
、「
友
情　

大
人
に
な
っ
て
も
き
っ
と
忘

れ
な
い
大
切
な
思
い
い
つ
ま
で
も　

歩
き

だ
そ
う
夢
が
い
っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
」

と
書
き
上
げ
ま
し
た
。

　

次
に
、
広
島
観
音
高
等
学
校
書
道
部
の

生
徒
と
先
生
か
ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

子
ど
も
達
が
書
き
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

書
初
め
会
終
了
後
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

で
お
茶
会
を
し
、
子
ど
も
た
ち
は
し
っ
か

り
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
は
、
1
月
28
日
か
ら
31
日

ま
で
「
新
春
日
米
交
流
書
初
め
作
品
展
」

と
し
て
美
術
館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

岩国錦帯橋空港  沖縄（那覇）線の新規就航及び東京（羽田）線の
増便決定について

　１月号１１ページ、子育て
掲示板の「おやこ陶芸体験
会」の記事において、総合
コミュニティセンターの電
話番号を、社会福祉協議会
の電話番号（☎52-8644）
でお知らせをしました。正
しくは（☎52-2191）で
す。訂正してお詫びいたし
ます。

訂 正 と お 詫 び

運航ダイヤ ３月２７日（日）～１０月２９日（土）
〈岩国⇔東京（羽田）便〉
※毎日運航（一日５往復）

〈岩国⇔沖縄（那覇）便〉
※毎日運航（一日１往復）
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　口座振替を利用すると、金融機関等へ行く手間と時間が省けます。また、国民年金においては、『早割』や
一定期間の保険料をまとめて納めることにより保険料が割引となる『前納制度』があります。
当月末振替（早割）
・保険料を早割にすると、月額５０円（年間６００円）のお得となります。
　保険料の納付期限は翌月末ですが、当月末に引き落とすことを『早割』といいます。
６ヶ月前納　平成２８年４月～平成２８年９月分、平成２８年１０月～平成２９年３月分
・口座振替で６ヵ月前納の場合：毎月納める場合より １,０６０円の割引
・現金納付で６ヵ月前納の場合：毎月納める場合より ７６０円の割引
１年前納　平成２８年４月～平成２９年３月分
・口座振替で1年前納の場合：毎月納める場合より ３,９２０円の割引
・現金納付で1年前納の場合：毎月納める場合より ３,３２０円の割引
２年前納　平成２８年４月～平成３０年３月分 　※口座振替のみ
・口座振替：毎月納める場合より１５,３６０円の割引
クレジットカード納付　クレジットカードによる納付でも保険料割引があります。
・クレジットカードによる納付は、現金納付と同じ割引額で、２年前納はありません。
※前納による納付済期間中に会社等へ勤務（厚生年金保険へ加入）した場合、未経過の期間にかかる国民
年金保険料は、原則、還付となります。
※年度の途中で６０歳になられる方の前納する期間は、６０歳到達日（誕生日の前日）の属する月の前月分
までの期間となります。
　平成２８年度の保険料額は、２月下旬に告示される予定です。
日本年金機構ホームページＵＲＬ：http://www.nenkin.go.jp/
問　岩国年金事務所（☎２４－２２２２）・保健福祉課（☎５２－２１９５）

 ～学生の被保険者証について～
　国民健康保険は、和木町に住民票のある方が対象ですので、転出した場合には資格を失います。ただし、
学生の場合は特例として引き続き元の世帯にいるものとして、和木町の被保険者になります。この場合、学
生用の被保険者証を発行いたしますので、保健福祉課で手続きをお願いします。
条件　修学中であり、転出して町外に住所を移している者（見込みの場合も含む）
必要な物　在学証明書や学生証の写しまたは合格通知等、被保険者証、印鑑

 ～高額な外来診療を受ける方へ～
限度額適用認定証等を提示すれば、外来診療でも限度額までの支払いで済みます。

（認定証は、入院される場合もご利用いただけます。）
事前に申請が必要ですので、保健福祉課へお越しください。
問　保健福祉課（☎５２－２１９５）

　特別弔慰金は、額面２５万円の５年償還の記名国債により支給されます。
支給対象者
　戦没者死亡時のご遺族で、戦没者のお子さんや兄弟・姉妹など、三親等内親族のご遺族のお１人です。
請求期間
　平成３０年４月２日まで
※請求期間を過ぎると第十回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。
※１月以降、請求者の個人番号の確認と請求書を提出される方の身元確認が必要となりました。
問　保健福祉課（☎５２－２１９５）

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金のご案内（第十回特別弔慰金）

国民年金保険料の納付は口座振替が便利でお得です！

国保被保険者の方へ

７０歳未満の方

７０歳以上の方

課税世帯
非課税世帯
課税世帯
非課税世帯

限度額適用認定証
限度額適用・標準負担額減額認定証
必要ありません。（高齢受給者証のみ）
限度額適用・標準負担額減額認定証
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子育て支援講座のお知らせ

455

　教育委員会では、来年度小学校に

入学するお子さんの保護者を対象に、

「子育て支援講座」を開催しています。

内容は、「就学時の子育てについて」

ですが、どなたが聞いてもためにな

る話です。乳幼児の保護者の方はも

ちろん、お孫さんがいらっしゃる方

も「孫育て」のヒントにいかがでしょ

うか？

○上履きをご持参ください。
○託児等はございませんが、小さいお子さんを会場後ろで遊ばせることは
　可能です。

三上かおり（みかみ・かおり）
公立中学校教師歴 15 年。数学担当。1999 年より米国留学し、シュタ
イナー教員養成課程終了。
2003 年帰国。現在、コミュニケーション・コンサルタントとして幅広
く活動中。
親業訓練シニアインストラクター。教師学インストラクター。L.E.T.
トレーナー。
わかりやすく、温かい雰囲気の講座・講演が好評。
毎月１回 FMちゅーピーに出演。一女二男の母。

問　教育委員会〔文化会館内〕（☎５３－３１２３）

「親子の絆を深める
　　コミュニケーション
　～心がつながる聞き方、伝え方～」

和木町婦人会

和木町子ども会育成連絡協議会

　１月１１日、今年度で最後となる第１８回蜂ヶ峯クロスカント
リー大会が和木ゴルフ倶楽部をメインコースに実施されました。
　会場では、毎年ご協力くださる和木町子ども会育成連絡協議
会（吉田浅美会長）
と和木町婦人会（藤
本亮恵会長）の皆さ
んによる、うどんと
ぜんざいの無料配食
が行われました。
　走り終えた選手や
スタッフの皆さんに
大変喜ばれていまし
た。
　社会教育団体とし
て、地域貢献も活動
の軸に据える、和木
町の力強い応援団の
皆さんです。

おもてなしボランティア

　県の社会教育・文化財課では、少子化や核
家族化等社会環境の変化に伴い、家庭や地域
の教育力低下による子どもたちの育ちへの影
響が深刻な課題となっていることから、家庭
における親の役割を見直し、望ましい家庭教
育の実践へ向けての気運を高めるとともに、
地域や社会全体で支え合う環境づくりを進め
ています。
　キャンペーンでは、家庭教育の充実に向け
て次の４つの事項を提唱しています。

　　　基本的生活習慣の定着
　　　家族がふれあう機会づくり
　　　お手伝いの定着
　　　父親の家庭教育参加

　そして、スローガンに「早寝早起き朝ごは
ん、本を読んで外遊び、みんな仲良く今日も
元気」を掲げ、家庭教育の大切さを呼びかけ
ています。
　社会教育・文化財課「家庭の元気応援キャ
ンペーン」のサイトには、『親と子のやくそ
くカレンダー』や『「家庭でのお手伝い」に
関するアンケート結果』など情報が満載され
ていますので、参考にされてください。
http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/
a50400/kateikyouiku/kateinogenki.html

家庭の元気応援キャンペーン
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図書館からのお知らせ

２月の休館日
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■に白字は図書館休館日

開館時間
平日▶９時 30分～ 18時 15分
　　　　（貸出は 18時まで）
土日▶９時 30分～ 17時
　　　　（貸出は 16時 45分まで）
お問い合わせ

http://www.waki-toshokan.jp/index.html
TEL：54－0222  FAX：54－0278

■ 決戦!三國志（木下 昌輝著，天野 純希著，吉川 永青著，東郷 隆著，田中 芳樹著）
　周瑜公瑾は旗艦の楼上に立ち、対岸の烏林にじっと目を凝らしていた。炎は東西
から吹きつける強風に煽られ、密集した敵の船団の中で燃え広がっている…。
英雄たちの無双演舞を田中芳樹、天野純希ら5人の作家が書き下ろす。

■ 安倍官邸vs.習近平　激化する日中外交戦争（読売新聞政治部著）
　南シナ海の領有権を一方的に主張し軍事拠点を次々と建設する一方で、AIIBを
創設し経済でも日米への対抗心をむき出しにする中国。TPP、安保法制等、安倍
政権が経済、外交・安全保障にわたって繰り広げる対中戦略に迫る。

■ 赤めだか（立川 談春著）
　サラリーマンより楽だと思った。とんでもない、誤算だった。笑って泣いて
胸に沁みる、「家族以上」の師弟関係。17歳で天才・立川談志に入門した談春が
落語家前座生活を綴った、破天荒な名随筆。同名ドラマの原作。

■ ＡＦＴＥＲ 1（アナ・トッド著，飯原 裕美訳）
　猛勉強の末、難関大学に合格したテッサ。寮で同室になったのは、彼女が出会っ
たこともない不良タイプのステフ。彼女が連れているのは、全身タトゥーの男達
ネイトとハーディン。彼らには関わらないと決めたテッサだったが…。

図書館ニュース
利用者カードを持って図書館へお越しください。

新しく入荷しました
２月のおはなし会

20 日（土）10時 30分～

「もう読まないけれど捨てるのも面倒…」

　「捨てるのはもったいないけれど、だれか読んでくれたらうれしいなっ」
…といった方、ご自宅に眠っている本がありましたら、ぜひ図書館へお持ちください。
　小説だけでなく、漫画（コミック）の寄贈もお受けいたしますので、ご遠慮なく図書館
までお持ちください。
　なお、著しく破損している場合、または美術全集・図鑑・事典（辞典）・辞書・雑誌につ
いては寄贈の対象となりません。
　また、寄贈後の資料の取扱いについては図書館で判断させていただきますので、あらか
じめご了承ください。

ゆびとまで、「僕も私も本を読んでみたい！」「みんなに

本を読んで聞かせたい！」って思っている人を募集しています。

ぜひ、参加してみませんか？

　毎月第３土曜日に「おはなし会」を開催していますので、
ぜひ、聞きに来てくださいね。お待ちしていますよ。

あなたも

おはなし会
で

本を読んで
みませんか？
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２月の行事（わくわくタイム）
 ４日（木）節分！お話会
２５日（木）折り紙で遊ぼう

　保健相談センターの講堂を親子ふれあいの場として
開放しています。
日時　毎週木曜日　利用時間が変わりました !!
　　　１０時～１５時　→　９時～１６時
　　　　わくわくタイム　　１１時頃から
　　（わくわくタイムを実施しない日もあります）
場所・問　保健相談センター
　　　　　（☎５２－７２９０）

わくわくルーム

すくすく計測相談会
小さい赤ちゃんでも安心です。お気軽にご利用下さい。
日時　２月１８日（木）１３時３０分～１５時 受付
対象　新生児・乳児・幼児　※事前申込み不要
内容　身長・体重測定、その他
　　　保健、栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター
　　　　　（☎５２－７２９０）２月の行事（うきうきタイム）

　　２日（火）発育測定（来所順）
　１２日（金）作ってあそぼ
　　　　　　（工作は２４年度生のみ）
　１９日（金）うきうき座談会
　　　　　　　～子どもの食事について～
　２３日（火）誕生日会

うきうき広場
　親子がふれあい、楽しむ場です。
お待ちしています。
日時　毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　９時３０分～１２時

　　

対象　乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者

赤ちゃんから、幼稚園に
あがるまでのお子さん
あつまれ！！

すっくちゃん

　子育て中の方同士で、おしゃべり
しながら、お子さまランチをつくっ
てみませんか？
日時　２月２６日（金）９時３０分～１３時 
内容　食事についてのお話・情報交換・
　　　調理実習（ヘルシーお子さまランチ）
場所　保健相談センター　和室・栄養指導室
食材料費　５００円程度
持参物　母子手帳・エプロン・ふきん・手拭タオル・

お子さん用の食事セット（エプロン・フォーク・
箸など）

申込期限　２月１９日（金）まで（但し先着８組）
申込先　保健相談センター（☎５２－７２９０）
◆食物アレルギー等のある場合は、申込時にお伝えく
ださい。

地域子育て支援センターからのお知らせ

幼児食教室

　赤ちゃん連れの方が、安心し
て外出できる環境づくりの一環と
して、保健相談センターに授乳
室を設置しました。授乳、おむ
つ替えにご活用ください。

開室日時　平日８時３０分～１７時１５分 
場所　保健相談センター　母子保健コーナー
※調乳のお湯が必要な際は、事務所までお声かけくださ
い。ごみの持ち帰りをお願いしています。
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

うきうきタイム
（保育士による手遊びなど）　
　　　１１時頃～
所庭での外遊び
　　　１１時３０分頃～

場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　　　　（保育所２階）（☎５３－５５５１）

　子育てサロン「たんぽぽ」では、親子のコミュニケーショ
ンのための場を提供しています。お気軽にご参加下さい。
日時　２月１６日（火）１０時～１１時３０分
対象　乳幼児（幼稚園に入園前まで）
内容　室内での遊び・茶話会 ※事前申し込み不要
場所　和木２丁目第３集会所
　　　（山の手集会所）
参加費　１家族１００円
問　社会福祉協議会
　　　（☎５２－８６４４）

子育てサロン「たんぽぽ」

赤ちゃん連れの方WELCOME！

授乳室を設置しました

　子育ての相談ごとや悩みについて、お話しません
か？お子さま連れ大歓迎です。お気軽にご利用下さい。
日時　3月 3日（木）１４～１７時のうち 1時間程度
対象　乳幼児とその保護者　
相談員　玉田和子 臨床心理士
参加料　１００円（お茶、お菓子代）
申込先　保健相談センター
　　　　　　　（☎５２－７２９０）
　　　　個人相談、グループ相談等、前日までに
　　　　ご希望をお伝えください。

～すくすく面接相談会～すくすく カフェ
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か
ら
だ

応
援
ペ
ー
ジ

問合せ・申込先

保健相談センター
（☎52-7290）

自分のからだ測定会
～ 健康と体力 向上事業 ～

　健康のためにできること……まずは、
自分のからだを知ることです！今回は、血流測定です。
日時　２月１０日（水）１０時～１５時
対象　一般の方
内容　血流測定（測定器に手指をのせて循環を測定します）
場所　保健相談センター　※申込不要

　素敵な６０代を過ごすために、新しいことを始めてみません
か？ご夫婦でのご参加も大歓迎です。
日時　２月２２日（月）１３時３０分～１５時
内容　肩こり・腰痛等の予防と改善のための自分でできる
　　　トレーニングの講義と実習
講師　カイロプラクティック　加藤康睦　先生
対象　町内在住の６０～６９歳の方　２０名
持参物　室内シューズ・フェイスタオル１枚
　　　　※動きやすい服装着用でお越し下さい。
場所・申　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　開催日の１週間前まで

「健康寿命をのばしましょう！」「健康寿命をのばしましょう！」「健康寿命をのばしましょう！」「健康寿命をのばしましょう！」

●作り方
①下準備
大根・にんじん…せん切り。塩少々（分量外）をふっておく。
きゅうり…縦半分に切り、薄切り。塩少々（分量外）をふっておく。
ツナ…汁けをきっておく。
②和える
ボウルにⓐの調味料を合わせ、水けを絞った大根、にんじん、きゅうりを入れる。ツナも加えて
あえる。

一人分エネルギー　１１０キロカロリー

大根の甘酢サラダ
　　　　　　　（材料４人分）

2月

大根…………………１４０ｇ
きゅうり……………１００ｇ
にんじん………………４０ｇ
ツナ……………………４０ｇ
　　薄口しょうゆ…大さじ１
ⓐ　酢………………大さじ１
　　砂糖……………大さじ１

簡単にできるなますです。野菜をしっかり摂りましょう。　（和木町食生活改善推進協議会 ５班）

元気アップ教室

日時　２月１９日（金）
　　　１３時３０～１５時
内容　初心者向けの
　　　エアロビクス
準備　動きやすい服装・室内シューズ
　　　タオル・飲み物
申込期限　２月１７日（水）まで（定員１５名）

健康づくりのために、何か始めてみませんか？
みなさんの元気を応援する教室です。

エアロビクス編

日時　３月２日（水）
　　　１０時～１３時
内容　ヘルシーランチ
準備　実習費 400 円・
　　　エプロン・ふきん
申込期限　２月２４日（水）まで（定員１５名）

場所･申　保健相談センター（☎５２－７２９０）

食事編

　和木町の身近なホームドクターがわかりやすくお話されます。
ご自身や家族の健康づくりに生かしましょう。
どなたでも無料で参加できます。
　日時　２月１７日（水）
　　　　１３時３０分～１５時
　講師　木村医院　院長　木村俊之 先生
　対象　一般の方　
　場所　保健相談センター 講堂　※申込不要
　問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

～メタボ・ロコモ・認知症をやっつけよう～　平成２７年度の乳がん検
診の受診券の有効期限は、
３月３１日（木）までです。
　３月は医療機関が混み合
いますので、２月中の受診
をおすすめします。

６０歳からのちょいトレぷらん６０歳からのちょいトレぷらん６０歳からのちょいトレぷらん

整体師さんのからだケア講座

健康づくり講演会乳がん検診
について
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和
木
町
向
学
支
援
事
業（
英
検
）

助
成
金
の
交
付
に
つ
い
て

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

特
設
人
権
相
談

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

3
月
1
日
㈫
〜
3
月
7
日
㈪

行

政

相

談

町
内
無
料
法
律
相
談

面

接

相

談

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
防
庁
舎
統
合
移
転
の
お
知
ら
せ

各
種
お
知
ら
せ

お
願
い

・
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
無
料
法
律
相
談
は
年
２
回
開
催
し
ま
す
。

　

次
回
は
8
月
19
日
㈮
で
す
。

申
・
問 

町
民
相
談
室
（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時 

2
月
25
日
㈭　

9
時
〜
12
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
階
健
康
相
談
室　

　
問 
弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

岩
国
市
役
所
前
事
務
所

（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

毎
月
第
4
週
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

主
催 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　

 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　

 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　

 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時 

2
月
19
日
㈮　

9
時
〜
12
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

行
政
書
士　

用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
ー
3
3
7
5
ー
1
1
5
2
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の

た
め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時 

2
月
16
日
㈫　

13
時
〜
16
時

場
所 

文
化
会
館　
　

2
階
商
工
指
導
室

問 

岩
国
公
共
職
業
安
定
所（☎

21
ー
3
2
8
1
）

日
時 

2
月
3
日
㈬　

9
時
30
分
〜
12
時

場
所 

文
化
会
館
1
階
講
習
室

相
談
員 

人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容 

家
庭
内
で
の
悩
み
事
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭
の

貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の
も
め

ご
と
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。

問 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

和
木
町
で
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
英
語

検
定
協
会
が
実
施
す
る
実
用
英
語
技
能
検
定

（
英
検
）
を
町
内
在
住
の
高
校
生
が
受
検
す

る
場
合
、
検
定
料
を
全
額
（
年
度
内
に
1
回

限
り
）
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
6
月
・
10
月
及
び
平
成
28
年
1

月
の
英
検
を
受
検
し
、
ま
だ
助
成
金
の
交
付

申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
検
定
結
果
通
知

書
の
写
し
を
貼
り
付
け
た
、「
和
木
町
向
学

支
援
事
業
助
成
金
交
付
申
請
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
3
月
31
日
㈭
ま
で
に
教
育
委

員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は

文
化
会
館
に
あ
り
ま
す
。
和
木
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

問 

教
育
委
員
会
（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

※
消
防
本
部
、
中
央
消
防
署
、
南
岩
国
分
遣

所
、
西
消
防
署
が
統
合
し
、
い
わ
く
に
消
防

防
災
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
し
ま
す
。

運
用
開
始 

3
月
1
日
㈫

新
住
所 

〒
7
4
0
ー
0
0
3
7

岩
国
市
愛
宕
町
一
丁
目
4
番
1
号

新
電
話
番
号 （
☎
31
ー
0
1
1
9
㈹
）

  

火
事
と
救
急
は
1
1
9
番

※
東
出
張
所
（
和
木
町
）
の
住
所
及
び
電
話

番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

問 

岩
国
地
区
消
防
組
合
総
務
課

（
☎
22
ー
1
2
3
0
）

3
月
1
日
以
降
（
☎
31
ー
0
1
9
3
）

全
国
統
一
防
火
標
語

『
無
防
備
な　

心
に
火
災
が  

か
く
れ
ん
ぼ
』

　

3
月
1
日
㈫
か
ら
春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾

燥
し
ま
す
の
で
、
火
の
元
、
火
の
取
扱
い
に

は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問 

岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

3
月
1
日
以
降
（
☎
31
ー
0
1
9
6
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

2
月
26
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日
に
8
時

30
分
〜
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

和
木
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
で

困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な
る
な

ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
お

応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
面

接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

2
月
18
日
㈭　

14
時
〜
17
時

場
所 

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対
象 

幼
児
、小
、中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
、

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間 

8
時
30
分
〜
16
時
30
分

申
・
問 

ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
☎
0
1
2
0
ー
81
ー
7
8
3
0
）

日
時 

2
月
19
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
所 

町
民
相
談
室
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

弁
護
士 

中
原
弁
護
士

受
付 

2
月
12
日
㈮
ま
で
（
先
着
４
人
）
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暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
合
同
相
談
会

和
木
町
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

新
年
度
保
育
所
入
所
児
募
集
中

新
年
度
交
通
災
害
共
済
会
員
募
集

わ
き
里
山
活
用
塾
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

山
口
県
自
殺
対
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６

日
時 
3
月
13
日
㈰　

10
時
〜
16
時

会
場 

山
口
県
総
合
保
健
会
館　

1
階
研
修

室
（
山
口
市
吉
敷
下
東
3
丁
目
1
ー
1
）

内
容 

弁
護
士
に
よ
る
相
談

　
　

 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

問 

弁
護
士
に
よ
る
相
談
：
山
口
県
弁
護
士
会

（
☎
0
8
3
ー
9
2
2
ー
0
0
8
7
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
：
山
口
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー（
☎
0
8
3
5
ー
27
ー
3
4
8
0
）

　

和
木
町
に
在
住
の
方
及
び
通
勤
す
る
方
を

対
象
に
、
里
山
に
つ
い
て
学
ぶ
塾
を
開
講
し

ま
す
。
県
内
で
活
躍
す
る
森
の
達
人
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
和
木
町
の
里
山
の

魅
力
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

主
な
内
容 

里
山
の
手
入
れ
体
験
、
し
い
た
け

栽
培
体
験
、
森
の
恵
み
の
調
理
実
習　

等
々

対
象
者 

和
木
町
に
在
住
の
方
及
び
通
勤
す

る
方
で
、
成
人
の
方
を
対
象
と
し
ま
す
が
、

小
学
生
以
上
の
ご
家
族
の
同
伴
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

開
講
日

2
月
21
日
㈰
、
28
日
㈰
、
3
月
6
日
㈰

※
受
講
生
は
全
3
回
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
2
月
21
日
と
3
月
6
日
の
昼
食
は
各
自
で

ご
用
意
願
い
ま
す
。

開
講
時
間 

各
日
10
時
〜
15
時
30
分

参
加
費 

無
料

会
場 

町
内
の
里
山
、
文
化
会
館
会
議
室
ほ
か

申
込
期
限 

2
月
15
日
㈪

募
集
人
数 

20
人
（
先
着
順
）

問 

山
口
県
岩
国
農
林
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
☎
29
ー
1
5
6
5
）

　

 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

受
付
期
間 

2
月
10
日
㈬
ま
で

受
付
場
所 

新
規
入
所
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

で
受
付
。
継
続
入
所
は
保
育
所
で
も
受
付
け

ま
す
。

入
所
資
格 

児
童
の
父
母
、
同
居
の
親
族
及

び
児
童
の
養
育
を
さ
れ
て
い
る
人
が
、就
業
、

病
気
等
の
理
由
で
児
童
の
保
育
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
場
合
。

必
要
な
も
の

●「
支
給
認
定
申
請
書
・
現
況
届
」「
保
育
所

等
利
用
申
込
書
」「
支
給
認
定
理
由
申
立

書
」

●
保
育
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
（
雇
用
証
明
等
）

●
平
成
27
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た

方
は
、
平
成
27
年
度
住
民
税
課
税
（
非
課

税
）
証
明
書

入
所
決
定 

3
月
上
旬
（
予
定
）

注
意
点

・
年
齢
別
の
定
員
を
超
え
る
入
所
希
望
が

あ
っ
た
場
合
は
、
入
所
選
考
で
決
定
し
ま

す
。
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
期
限
内
に
入
所
申
込
書
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
入
所
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
必
ず

期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
保
育
所
は
平
成
25
年
４
月
２
日
以
降
に
出

生
し
た
乳
幼
児
が
対
象
で
す
。
３
歳
以
上

の
お
子
さ
ま
は
幼
稚
園
で
教
育
・
保
育
を

実
施
し
ま
す
。

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
こ
ど
も
担
当
室　

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

日
時 

3
月
13
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時
30

分
（
受
付
13
時
〜
）

会
場 

山
口
県
総
合
保
健
会
館
2
階　

多
目

的
ホ
ー
ル
（
山
口
市
吉
敷
下
東
3
丁
目
1
番

1
号
）

内
容 

講
演 「
自
分
と
家
族
の
う
つ
病
に
気

づ
く
た
め
に 

〜
身
体
の
不
調
と
気
持
ち
の

関
係
〜
」

講
師 

岡
山
大
学
病
院　

精
神
科
神
経
科

　

稲
垣　

正
俊
氏

入
場
料 

無
料

問 

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

（
☎
0
8
3
5
ー
27
ー
3
4
8
0
）

　

平
成
28
年
度
の
和
木
町
交
通
災
害
共
済
の

加
入
に
必
要
な
書
類
等
を
、
2
月
下
旬
に
各

家
庭
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

加
入
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
指
定
の
金

融
機
関
ま
た
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
掛
金
を

支
払
い
、
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
三
井
化
学
和
木
社
宅
自
治
会
、
三
井

化
学
寮
、Ｊ
Ｘ
和
木
寮
に
お
住
ま
い
の
方
、

及
び
わ
き
あ
い
あ
い
苑
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
は
除
き
ま
す
。）

掛
金 

平
成
28
年
度
4
月
1
日
現
在

●
1
人
に
つ
き　
　

5
0
0
円
／
年

●
中
学
生
以
下　
　

3
0
0
円
／
年

●
60
歳
以
上
の
方　
　
　
　
　

無
料

加
入
方
法 
指
定
の
金
融
機
関
ま
た
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
課
で
掛
金
を
支
払
い
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
60
歳
以
上
（
掛
金
無
料
）
の
方
の
み
が
加

入
さ
れ
る
場
合
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
、

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
関
ヶ
浜

分
館
、瀬
田
分
館
で
の
受
付
が
可
能
で
す
。

指
定
金
融
機
関

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
中
国
五
県
）

山
口
銀
行
（
県
内
支
店
）

山
口
東
農
業
協
同
組
合

＊
和
木
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
が
扶
養

さ
れ
て
い
て
、
就
学
等
の
た
め
に
町
外
に

転
出
さ
れ
て
い
る
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　

町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た
方
、
ま
た
は
建

設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
方
で
、
そ

の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら
借
り
入
れ
た
方

に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に
対
す
る
利
子
の

一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い
て
、
町
が
補
助
す

る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
要
件

　

建
物
の
所
有
者
が
居
住
す
る
住
宅
で
、
人

の
居
住
用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

※
借
家
と
し
て
建
築
さ
れ
た
住
宅
は
対
象
外

で
す
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間

　

新
築
住
宅
の
建
設
ま
た
は
購
入
に
要
し
た

費
用
（
土
地
代
金
を
除
く
）
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
6
万
円
）
を
60
ヶ
月
間
補
助
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

居
住
開
始
か
ら
2
ヶ
月
以
内
に
、
必
要
書

類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に
申
請
し
て
下
さ

い
。

問 

都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
2
1
9
7　

内
線
4
1
1
）
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ソフトボール部

東
キ
ャ
ッ
ツ
大
会

和
木
町
近
郊
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

バレーボール部

期
日　

12
月
5
日 

場
所　

庄
原
市
体
育
館

結
果　

Ａ
級　

優
勝　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

期
日　

12
月
13
日 

場
所　

体
育
セ
ン
タ
ー
他

結
果　

Ｃ
級　

準
優
勝　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

◎ハンドメイドイベント　つなぐ

日時：２月２０日（土）、２月２１日（日）
　　　　１０時～１５時３０分
内容：可愛いハンドメイド雑貨がギュッと詰まった
　　　２日間！手作り体験や、おいしい物もあるよ！

演題　「やりたい事」と「できる事」
日時　３月５日（土）
　　　　　　１５時～１６時３０分
場所　文化会館
　チケットをお持ちの方はお間違えの
ないようお越しください！

日時　２月７日（日）
　　　　　　９時～１１時
場所　文化会館
問　地域振興協会
　　（☎２８－４６６６）
　整理券をお持ちの上、会場に
お越しください。

ス
ポ
ー
ツ

イベント

２
０
１
５
年
度　

広
島
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
合
会　

キ
ッ
ド
ド
リ
ー
ム
大
会

期
日　

12
月
13
日 

場
所　

広
島
市
中
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
果　

準
優
勝　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

オレンジカフェだより

　１月１８日のオレンジカフェに、笑いヨ
ガの先生に来ていただきました。みんなで
笑うと気持ちも晴れやかになり、楽しい時
間を過ごすことが出来ました。
　認知症についての疑問や、生活での困り
ごともお茶を楽しみながら気軽に話してい
ます。認知症地域支援推進員による個別相
談もお受けしています（個室あり）。お気軽
にご相談ください。

♪認知症を予防したいと思っている人、認知

症の人、介護をしている人

話し相手が欲しい人等・・・一緒にわきあい

あいと、お茶の時間を楽しみませんか。♪

【次回のご案内】
日時　２月１５日（月）
　　　１３時３０分～１５時
　　　（時間内　出入り自由）
場所　保健相談センター
参加費　２００円（飲み物とおやつ代）
問・申　地域包括支援センター　
　　　　（☎５２－２１９６）

アートウイング催事のお知らせ

林  修 講演会

これからの和木町と里山資本主義

藻谷　浩介さん
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今
回
は
江
戸
時
代
を
通
じ
こ
の
地
域
を
支
配

し
て
お
り
ま
し
た
岩
国
藩
の
幕
末
事
情
で
す
。

　
ご
承
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
岩
国
藩

は
江
戸
期
に
お
い
て
幕
府
か
ら
正
式
な
藩
と
し

て
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
禄
高
は

公
称
六
万
石
と
中
規
模
大
名
並
の
領
地
を
支
配

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
萩
本
藩
か
ら
の
推
挙
が

な
い
ば
か
り
に
徳
川
将
軍
と
直
接
の
主
従
関
係

が
成
立
せ
ず
大
名
の
地
位
に
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
豊
臣
政
権
期
、
有
力
な
大
名
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
吉
川
氏
は
そ
の
家
格
に
納
得
せ
ず
自
ら

な
り
ふ
り
構
わ
ず
の
家
格
昇
格
運
動
（
大
名
に

な
る
）
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ

は
運
動
費
用
が
か
さ
む
と
と
も
に
膨
大
な
借
金

が
残
っ
た
た
の
み
で
実
現
す
る
こ
と
は
幕
末
に

至
る
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
幕
末
期
に
こ
の
家
格
問
題
が
大
き
な

転
機
を
迎
え
ま
す
。

　
そ
れ
は
長
州
藩
主
毛
利
敬
親
の
方
針
で
そ
れ

ま
で
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
た
岩
国
藩
と
の
関
係

を
改
善
し
ペ
リ
ー
来
航
以
後
次
第
に
混
沌
と
し

た
幕
末
情
勢
を
挙
国
一
致
で
乗
り
切
ろ
う
し
た

政
治
姿
勢
で
し
た
。

　
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
は
敬
親
は
岩
国

藩
主
の
吉
川
経
幹
を
萩
に
招
き
茶
器
や
掛
け
軸

を
贈
り
歓
待
し
長
州
藩
と
岩
国
藩
と
の
融
和
に

心
を
く
だ
き
ま
し
た
。
文
久
三
年（
一
八
六
三
）

に
は
参
勤
交
代
で
萩
へ
下
る
途
中
、
岩
国
に
立

寄
り
岩
国
藩
に
対
し
て
「
他
の
末
家
（
長
府
藩

や
徳
山
藩
）
と
同
等
の
扱
い
と
す
る
」
と

敬
親
は
約
束
し
ま
し
た
。

　
以
後
長
州
本
藩
と
の
仲
が
緊
密
と
な
り
藩
主

吉
川
経
幹
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
敬
親
の
名
代

的
な
立
場
と
し
て
幕
府
や
公
家
・
他
の
諸
大
名

等
と
の
折
衝
に
活
躍
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
当
時
長
州
藩
の
内
部
で
は
正
義
派

・
俗
論
派
と
呼
ば
れ
る
派
閥
間
抗
争
に
明
け
暮

れ
て
お
り
、
流
血
を
み
る
粛
清
が
恒
常
化
し
て

い
ま
し
た
。
保
守
的
で
穏
健
な
岩
国
藩
は
結
果

と
し
て
俗
論
派
の
頭
目
と
し
て
み
ら
れ
、
正
義

派
の
高
杉
晋
作
等
か
ら
嫌
悪
の
念
を
持
た
れ
て

い
た
の
も
事
実
で
す
。

　
ど
ち
ら
に
善
し
悪
し
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
岩
国
藩
に
と
っ
て
家
格
昇
格
と
い
う

藩
内
一
致
し
た
悲
願
の
も
と
藩
論
統
一
で
き
た

こ
と
が
無
駄
な
人
的
被
害
を
出
さ
ず
明
治
維
新

を
迎
え
る
こ
と
の
で
き
た
要
因
な
の
で
し
ょ
う
。

　
次
回
は
四
境
戦
争
の
直
接
的
な
原
因
と
な
る

「
禁
門
の
変
」
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。
朝
敵

と
な
っ
た
長
州
藩
の
行
動
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

四
境
戦
争
︵
芸
州
口
の
戦
い
︶
か
ら
一
五
〇
年

幕
末
期
の
岩
国
藩

和
木
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

正
中
克
磨

　個人番号カードはマイナンバー（個人番号）が記載された写真付きのカードです。
　申請は任意ですが、マイナンバーの証明と本人確認が１枚でできる個人番号カード
の取得をおすすめします。初回の交付手数料は無料です。
　現在、個人番号カードの申請が集中しているため申請から交付まで数ヵ月かかる見
込みです。個人番号カードが必要な方は余裕を持って申請してください。
申請方法
１．郵送による申請
　通知カードに同封された「個人番号カード交付申請書」に必要事項を記入及び顔写真を貼り付け、返信用封筒に
入れて郵便ポストに投函します。
２．スマートフォンによる申請
　通知カードに同封された「個人番号カード交付申請書」のＱＲコードを読み取り、申請用ＷＥＢサイトにアクセ
スして、必要事項を入力及び顔写真を添付して送信します。
　婚姻や引越しなどにより、交付申請書に記載されている内容に変更がある場合、当該交付申請書は使用できなく
なり、ＱＲコードや申請書ＩＤを用いたオンライン申請もできなくなりますので、住民サービス課へご連絡ください。
●個人番号カードの交付について
　個人番号カード交付の用意ができ次第、順次交付通知書を送付しますので、通知書が届くまでお待ちください。
　通知書には受取方法、受取りに必要なもの、受取期限等が記載されていますので、通知書の内容をよくご確認の
うえ、期日までに住民サービス課で個人番号カードをお受け取りください。
●通知カードの受取りについて
　配達できなかったマイナンバーの通知カードは住民サービス課で保管しています。住民サービス課へお越しいた
だき、受取りをお願いします。
受取りに必要なものについては住民サービス課へお問い合わせください。
問　住民サービス課（☎５２－２１９４）

マイナンバー 個人番号カードを申請しましょう！

連
載
第
二
回
（
全
六
回
）
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和
木
駐
在
所
だ
よ
り

和

木

短

歌

会

和

木

俳

句

教

室

年
の
暮
れ
事
な
く
す
ぎ
し
一
年
を　
　
　
　
　
　

ふ
り
返
り
つ
つ
只
た
だ
感
謝

知
ら
ぬ
間
に
老
い
が
背
中
を
押
し
て
ゆ
く

思
い
出
多
し
ジ
グ
ザ
グ
人
生

わ
た
く
し
は
あ
の
啄
木
と
同
じ
日
に

誕
生
し
た
ん
だ
如
月
二
十
日

今
年
な
に
を
な
し
て
来
た
か
と
問
い
か
け
る

師
走
の
真
夜
に
雨
降
り
続
く

伸
ば
す
手
の
先
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
群
れ
て
お
り

里
芋
ほ
ど
の
キ
ュ
ウ
イ
を
落
と
す

枯
葉
み
な
落
と
せ
し
枝
に
木
蓮
の

銀
の
絵
筆
の
み
な
空
を
指
す

森
本　

初
子

正
中
ツ
ヤ
子

向
田
登
美
子

灰
岡　

裕
美

横
川
美
代
子

藤
上　

紀
子

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
へ
鳶
の
高
舞
ふ
初
景
色

屠
蘇
を
酌
む
少
年
頬
を
染
め
な
が
ら　

古
机
に
か
そ
け
き
筆
の
賀
状
か
な

静
け
さ
や
紅
白
あ
と
の
除
夜
の
鐘

朝
刊
の
活
字
拾
ふ
や
冬
籠
り

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

の
販
売
条
件
や
注
文
ハ
ガ
キ
に
書
か

れ
て
い
た
定
期
購
入
の
記
載
の
見
落

と
し
な
ど
に
よ
り
、
一
回
限
り
の
購

入
が
定
期
購
入
と
な
っ
て
い
た
と
い

う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
通
信
販
売
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
の
適
用
は
な
く
、
返
品
や

解
約
が
で
き
る
か
は
、
業
者
が
定
め

る
「
返
品
特
約
」
に
従
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
広
告
を
見
る
際
は
、
業
者
が
強
く

ア
ピ
ー
ル
す
る「
無
料
」、「
お
試
し
」、

「
初
回
割
引
」
な
ど
の
言
葉
だ
け
で

な
く
、
購
入
条
件
や
返
品
特
約
な
ど

に
注
意
し
て
、
よ
く
広
告
を
読
む
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
送
ら

れ
て
き
た
商
品
に
同
封
さ
れ
た
書
面

な
ど
に
も
す
ぐ
に
目
を
通
し
、
内
容

を
し
っ
か
り
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
少
し
で
も
不
安
や
疑
問
を
感
じ
た

場
合
は
、
企
画
総
務
課
、
山
口
県
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
相
談
】

　
新
聞
広
告
を
見
て
健
康
食
品
を
電

話
で
注
文
し
た
。商
品
が
届
い
た
一
ヶ

月
後
に
同
じ
商
品
と
振
込
用
紙
が
届

い
た
。
一
回
だ
け
の
つ
も
り
で
注
文

し
た
が
、
業
者
に
確
認
す
る
と
定
期

購
入
に
な
っ
て
い
た
。
定
期
購
入
の

申
し
込
み
を
し
た
覚
え
は
な
い
。
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
。

【
処
理
】

　
広
告
の
購
入
や
解
約
の
条
件
、
返

品
が
可
能
か
ど
う
か
、
で
き
る
場
合

の
条
件
な
ど
契
約
内
容
を
確
認
す
る

よ
う
に
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
通
信
販
売
の
定
期
購
入
の
ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
広
告

（
1
月
句
会
）

ひ
と
と
せ

き
さ
ら
ぎ

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 127

問
合
せ
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

通信販売の「定期購入」の
トラブルに注意！

通信販売の「定期購入」の
トラブルに注意！

夕
暮
れ
時
に
は

　
　
不
審
な
声
掛
け
男
に
注
意
！

　
昨
年
か
ら
和
木
町
内
で
は
、
白
い
マ
ス

ク
で
口
元
を
隠
し
た
若
い
男
に
よ
る
児
童
、

女
子
生
徒
ら
に
対
す
る
声
掛
け
事
案
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
日
没
が
早
い
冬
場
に
な
っ
て
か
ら
は
、

夕
暮
れ
時
に
小
瀬
川
沿
い
や
中
学
校
周
辺

の
公
園
な
ど
で
、

「
下
着
を
見
せ
て
」

な
ど
と
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
同
種
事
案
は
、
大
竹
市
内
や
岩
国
市
内

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
一
つ
間
違
え

ば
重
大
事
件
に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　
人
気
の
少
な
い
公
園
や
路
地
な
ど
で
マ

ス
ク
を
し
た
不
審
な
若
い
男
を
見
か
け
た

と
き
に
は
、
す
ぐ
に
警
察
署
へ
の
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
※納期限は2月29日㈪です。

4期分
2月分
8期分
8期分
8期分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

固定資産税
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

問　税務課（　
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岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号まで、ご連絡ください。

（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

ストレス相談 13：30～15：30 ☎29－1525

☎29－1523

☎29－1519

☎29－1525

10：00～11：00

13：00～16：00
17：00～19：00

13：00～16：00

13：30～16：00

２月16日（火）
※毎月第３火曜日
２月９日（火）
※毎月第２火曜日 受付　9：00～11：00

２月23日（火）
※毎月第４火曜日

２月９日（火）
※毎月第２火曜日
２月23日（火）
※毎月第４火曜日
２月24日（水）

医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。

骨髄バンク登録

Ｂ・Ｃ型肝炎検査

エイズ検査

ひきこもり家族の会

内　容 実施日 時　　間 予約電話番号

ごみ質分析調査の結果
（比率％）

　上表は、５月と１０月（燃えるごみの日）に、町内のごみステーションから回収し実施した「ごみ質分析調査」
のごみの３成分の結果です。
　水分に注目してみますと、平成２７年５月の調査では過去数年間でも低い値となりましたが、１０月の調査で
は増加しています。
　可燃ごみに水分が多く含まれると、焼却コストが高くなるだけでなく、地球温暖化の原因にもなります。水
分は、生ごみに含まれるものがほとんどであると推測されます。生ごみを捨てる前にしっかりと水切りをして
いただくよう、引き続きご協力をお願いいたします。
　また、生ごみをたい肥化すればリサイクルも可能です。町では、様々な生ごみ処理機の補助制度がありま
すので、ぜひご活用ください。

足の指がしっかり伸びていないと、体がゆがむ？

体に痛みが出る？みんなで自分の体を点検しましょう！

介護予防講演会のご案内

　　心も体も元気になる講演会です♪

日時　３月１１日（金）　１３時３０分～１５時３０分
場所　総合コミュニティセンター　３階集会室
内容　「子供も大人も元気な体は足元から！」
講師　理学療法士　　中元　幸美　先生
　申込みは不要、参加料は無料です。動きやすい服装で
お越しください。
　皆さまのご来場をお待ちしています。
※駐車場はご用意できませんので、ご理解ください。
問　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）
　　総合コミュニティセンター（☎５２－２１９１）

『笑って　動いて　健康長寿！』

日時　２月１６日（火）
　　　　１３時３０分～１５時３０分
内容　健康運動指導士による講話と体操実習　　
講師　ＭＥＴＳ・やまと　嘉屋　早百合　
場所　保健相談センター　
　タオル・お茶を持参し、動きやすい服装・靴で
お越しください。
申込み　不要
問　地域包括支援センター
　　（☎５２－２１９６）

楽らく！介護予防講座

16



100 200100200 00

8
24

62
95

135
137

237
238

145
190

228
200

212
206
200

179
175
159

187

174

2 3
24

61
106

177
164

201
209
201

192
150

191
234

188
214

146
140
149
158

199
170

男　3,193人
（－4）

女　3,277人
（＋1）

平成28年1月1日現在
総人口　6,470人

世帯数　2,779世帯

和木町の面積　10.58km
（　）内は前月比

（－3）

（－2）

　

早
春
の
安
芸
高
田
市
と
北
広

島
町
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、

広
島
広
域
都
市
圏
の
魅
力
を
体

験
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

日
時　

3
月
18
日
㈮

9
時
〜
17
時
30
分
頃

集
合
・
解
散

　

J
R
広
島
駅
新
幹
線
口

（
南
区
松
原
町
）

内
容

　

八
千
代
産
直
市
場
（
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
）、
神
楽
門
前
湯
治
村（
フ

リ
ー
タ
イ
ム
・
案
内
付
き
）、
舞

ロ
ー
ド
IC
千
代
田
『
レ
ス
ト
ラ

ン
響
』（
昼
食
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）、

古
保
利
薬
師
（
ガ
イ
ド
説
明
）、

戦
国
の
庭
歴
史
館
・
吉
川
元
春

館
跡
（
ガ
イ
ド
説
明
）

旅
行
代
金

　

大
人
6
，
0
0
0
円

（
交
通
費
、
昼
食
代
込
）

募
集
人
員

　

先
着
25
人（最

少
催
行
人
員
15
人
）

申
込
期
限　

3
月
17
日
㈭

申
・
問

　

直
接
ま
た
は
電
話
で
フ
ジ
ト

ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
ト
ム
ズ
広
島

営
業
所
（
中
区
宝
町
フ
ジ
グ
ラ

ン
広
島
内
）
へ
。

（
☎
0
8
2
ー
2
4
6
ー
3
4
3
6
）

（
10
時
〜
19
時
）

広
島
広
域
都
市
圏

バ
ス
ツ
ア
ー

受付期間　２月１６日（火）～３月１５日（火）（土・日を除く）８時３０分～１７時
受付場所　税務課（役場１階）
　　　　　※還付の申告は２月１日（月）から受け付けます。
申告に必要なもの
　印鑑、源泉徴収票、事業・不動産所得などがあった場合は収支内訳書、生命保険料・地震保険料支払証明書、
社会保険料支払証明書、医療費控除を受ける場合は支払った医療費の領収書、配偶者控除等を受ける場合は
配偶者の所得金額が分かるもの、本人名義の口座番号が分かるもの　など
問　税務課（☎５２-２１９３）

所得税の確定申告、町県民税の申告の受付がはじまります所得税の確定申告、町県民税の申告の受付がはじまります所得税の確定申告、町県民税の申告の受付がはじまります
申告期限が近づくと大変混雑しますので、申告はお早めに。

募集人員　１名
契約期間　４月１日～平成２９年３月３１日（１年間）
勤 務 日　土日祝日を除く月曜日～金曜日
勤務時間　８時３０分～１７時１５分
賃　　金　７,２００円 /日
応募資格　保健師免許を取得している方
勤務内容　保健相談センターでの保健事業
申 込 み　市販の履歴書（写真添付）に必要事項を
記入のうえ、保健師免許（写）を添えて保健相談セ
ンターに提出してください。
申込期限　２月１５日㈪
　　　　　※面接の日程は後日連絡いたします。
問　保健相談センター　（☎５２－７２９０）

募集
保健相談センター保健師　臨時職員

（産休・育休代替） 募集人員　１名
契約期間　４月１日～９月３０日（６ヶ月間）※延長の場合あり
勤 務 日　土日祝日を除く月曜日～金曜日
勤務時間　８時３０分～１７時１５分　※残業、休日出勤の場合あり
賃　　金　５,８００円 /日
保　　険　社会保険・雇用保険・厚生年金を適用
応募条件　・５５歳以下で町内在住、スポーツに興味のある方

・パソコンに堪能で、ワード･エクセルが十分に活用で
きる方

申 込 み　市販の履歴書（写真添付）に必要事項記入のうえ、体育
センターに提出してください。
申込期限　２月１０日㈬
　　　　　※面接の日程は後日連絡いたします。
問　体育センター　（☎５２－２８１１）

募集和木町体育センター臨時職員
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